
インスタレーション／楮紙・でんぷん糊／h150×w2870×d4510mm

このインスタレーションは「変化した」
という記憶である。原型は繰り返し型
取られることによって変形していった。
張り子の像としての残っている物はこ
の変形した事実の記憶である。
顔面像のモチーフはかつての私の友
人である。彼とはある時疎遠になった。
大変親しい友人でまるで自分の一部
のようだったため、はじめはひどい喪
失感を感じていた。その喪失感から
制作を始めたのがこの作品である。し
かし時間が経つと彼への執着は無く
なって行った。それと共に作品の持つ
意味も変化した。はじめは「彼の葬
式」という限定的な意味をなしていた
が、次第に「記憶」や「変化」といった
意味に変わっていった。繰り返し同じ
作業を繰り返すことで張り子の技術
も上がった。
私たちの周りにある様々な「変化」を
反映した作品として鑑賞者に映ると
幸いだ。

記憶
張り子を用いたインスタレーション

デザイン工芸コース
飯塚敦

デジタルアート／Live2D、Vtube studio、CLIP STUDIO PAINT／サイズ可変

誰でもバーチャル技術による表現が
可能になった。
バーチャルキャラクターは、読み取っ
た顔の動きや表情の変化をダイレク
トに伝え、アニメーションや漫画と異
なり人間的な動きを見せてくれる。ま
た、操作する人によって異なる動きや
変化があり、同一のキャラクターで
あっても全く別人のように感じる、と
いった生 し々さを含んでいる。
鑑賞者は、顔の動きを反映させた
キャラクターを自由に動かし、作り出
した表情を撮影する。写真や動画は
SNSで共有してもらい、それらを素材
としてアニメーションを制作する。実
際に顔を動かし、他者の動きによって
異なる表情を得たキャラクターたち
を閲覧することで、バーチャルキャラ
クターに感じる人間味や生々しさを
共有する。

Material Girl

デザインコース
秦千里
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絵画／アクリル絵具、キャンバス／h1818×w2273mm

輝きを疑って

造形芸術コース
池田好花
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平面造形／パネル張り、ハイマッキー／h1940×w1303mm

「描く喜び」

造形芸術コース
中島新
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塑像／ミクストメディア／石膏、コンクリート、プラ板、針金、ビーズ、鉄／h535×w210×d260mm

開花

デザイン工芸コース
民秋彩乃
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立体造形／石膏、塑造／h2065×w308×d255mm

追憶

デザイン工芸コース
三浦栄一郎
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インスタレーション／ダンボール、木箱など／h1100×w3000×d3000mm

存在の痕跡・「旅」

芸術文化学研究科
張文濤
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